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W130b ASTRO-H搭載X線CCDカメラ（SXI）の軟X線応答
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我々は、2015年度に打ち上げ予定の次期 X線天文衛星 ASTRO-H搭載軟 X線 CCDカメラ（Soft X-ray Im-
ager:SXI）用 CCD素子の開発を行っている。SXIは、4つの CCDをモザイク状に配置することにより、38’×
38’の広視野で 0.4-12keVのエネルギー帯域の撮像と分光を行う。 使用する CCDは、空乏層厚 200 μmを持つ
Pチャンネル裏面照射型の大型素子、Pch-NeXT4である。2010年以前に製作されたプロトタイプ素子では、軟
X線応答に顕著な低エネルギーテイルが生じる問題があったが、表面処理を変更することで、低エネルギーテイ
ルを削減することに成功した。エンジニアリングモデル (EM)、フライトモデル（FM)ではその処理方法が踏襲
されている。軟 X線の応答関数を確立するために、シンクロトロン放射光施設（KEK-PF）の軟 X線ビームラ
インにおいて、0.35-1.9keVの様々な単色X線の照射実験を行ってきた。今回は、2012年の 3月、6月、10月に
EM素子にX線照射した実験の結果をまとめて報告する。あわせて、軟X線発生装置と SiO2の二次ターゲット
を組み合わせた装置で、複数の FM候補素子に Si-K,O-Kの輝線を照射した実験をもとに、素子及び素子内の場
所による軟X線応答のばらつきを評価した結果も報告する。さらに、これらの実験結果をもとに作成中の、SXI
軟X線応答モデルの改訂版を紹介する。


